
 

  

WG（ワーキンググループ）：弁護士や大学教授など 10 人の有識者で構成 

諮問会議：内閣総理大臣を議長とし、内閣府特命担当大臣など４人の閣僚、大学教授など５人の有識者議員で

組織 
内閣府 国家戦略特区 HP より https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/kokkasenryakutoc.html 
※注釈の青字は小森谷記載 

内閣府特命担当大臣及びつくば市長等で構成 

資料 No.１ 小森谷さやか議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 



小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料

つくば市
テキストボックス
資料No.２


つくば市
テキストボックス
内閣府「つくばスーパーサイエンスシティ構想（つくば市提出資料）」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/tsukubashi/dai1/shiryou.html）から一部抜粋




つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.３


つくば市
テキストボックス
内閣府「国家戦略特別区域諮問会議　議員名簿」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/shimonkaigi.html）から抜粋




つくば市
テキストボックス
資料No.４


つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
内閣府「つくば市スーパーシティ型国家戦略特別区域会議　出席者名簿」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/tsukubashi/dai1/shiryou.html）から抜粋




つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.５


つくば市
テキストボックス
内閣府「国家戦略特区ワーキンググループ 有識者名簿」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc_wg/index.html）から抜粋




つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.６-１




つくば市
テキストボックス
内閣府「国家戦略特別区域及び区域方針（抜粋）」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/tsukubashi/dai1/shiryou.html）から一部抜粋




つくば市
テキストボックス
資料No.６-２


つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料






つくば市
テキストボックス
内閣府「つくば市 スーパーシティ型国家戦略特別区域 区域計画」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/kuikikeikaku.html#tsukubashi）から一部抜粋




つくば市
テキストボックス
資料No.７-１


つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
内閣府「公職選挙法における移動投票所の表示方法等の要件緩和　配布資料」（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc_wg/r5/hearing.html）から一部抜粋




つくば市
テキストボックス
資料No.７-２


つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
内閣府「公職選挙法における移動投票所の表示方法等の要件緩和　配布資料」
（https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc_wg/r5/hearing.html）から一部抜粋




　 設定条件 設定条件

物価上昇率 0.44％/年（2016～2020年の平均値） 物価上昇率 3.1％/年（2016～2020年の平均値）

賃金上昇率 0.29％/年（2016～2020年の平均値） 賃金上昇率 1.5％/年（2016～2020年の平均値）

支払利息の利率 年利0.5％（2020年における利率 支払利息の利率 年利2.0％（2020年における利率

更新需要 2023～2032年度　約35億円/年 更新需要 2023～2032年度　約35億円/年

毎年最低10億円を確保 10年後に30億円を確保

案①　企業債残高給水収益比率上限300％の場合 案④　企業債残高給水収益比率上限300％の場合

・料金改定は2回（2024年11％、2029年８％） ・料金改定は2回（2024年18％、2029年12％）

・水道料金（20㎥）10年後4878円（809円アップ） ・水道料金（20㎥）10年後5377円（1308円アップ）

・利益は約８～14億で推移 ・利益は約10～15億で推移

・企業債残高　10年後約168億円 ・企業債残高　10年後約181億円

案②　企業債残高給水収益比率上限350％の場合 案⑤　企業債残高給水収益比率上限350％の場合

・料金改定は2回（2027年12％、2032年14％） ・料金改定は2回（2025年15％、2030年15％）

・水道料金（20㎥）10年後5195円（1126円アップ） ・水道料金（20㎥）10年後5381円（1312円アップ）

・利益は約８～14億で推移 ・利益は約7～14億で推移

・企業債残高　10年後約191億円 ・企業債残高　10年後約207億円

案③　企業債残高給水収益比率上限500％の場合 案⑥　企業債残高給水収益比率上限500％の場合

・10年間は料金改定なし ・料金改定は1回（2029年15％）

・水道料金（20㎥）10年後4069円（アップなし） ・水道料金（20㎥）10年後4679円（610円アップ）

・利益は年々減少（10年後に約1.4億円） ・利益は約1～7億円で推移

・企業債残高　10年後約235億円 ・企業債残高　10年後約266億円

※第4回審議会資料３－１から３ー６を小森谷がまとめた.

  https://www.city.tsukuba.lg.jp/soshikikarasagasu/jogesuidokyokusuidosomuka/gyomuannai/2/1/2/1000910.html
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　　　　　　　　　　　　　　　　           財政シミュレーションまとめ　　
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資料８

つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料




つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.９-１


つくば市
テキストボックス
つくば市「茨城県地下水の採取の適正化に関する条例に基づく許可に係る要望」を小森谷議員が加工して作成




つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.９-２


つくば市
テキストボックス
つくば市『「茨城県地下水の採取の適正化に関する条例に基づく許可に係る要望」について（回答）』
を小森谷議員が加工して作成




つくば市
線

つくば市
テキストボックス
茨城県「リーフレット「いばらきの地下水」」
（https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/mizuto/mizushi/mizu/chikasui.html）から一部抜粋


つくば市
テキストボックス
小森谷さやか議員　令和５年６月定例会　一般質問資料


つくば市
テキストボックス
資料No.10




 

地下水利用からの転換を促す各事業体の取組み例  

 

公益社団法人 日本水道協会  

「地下水利用専用水道等に係る水道料金の考え方と料金案事例集」平成３１年３月 より抜粋 

 http://www.jwwa.or.jp/houkokusyo/pdf/report_35/chikasui_all.pdf 

 

① 神奈川県企業庁：地下水からの転換により増加した水道料金の４０％を減額（ただし１００

０㎥/月以上など条件あり）。地下水利用を完全にやめた場合の加入金を５０％減額（ただ

し口径４０mm 以上にするなど条件あり）。 

 

② 流山市上下水道局：大口水道使用者で、一定の水量を超えて使用した場合に、基準水量

を超えた水量については、低額な料金単価で提供する（特別給水契約制度）。 

 

③ 京都市上下水道局：（すでに条例において、地下水等利用専用水道を設置する場合は、工

事着手前に必要事項の届出を義務付けている）地下水等利用専用水道を設置している

水道使用者から、水道料金とは別に「水道施設維持負担金」を徴収。年間の水道水使用

料の実績が計画使用水量の１/２に満たない場合、水道水１㎥当たりの従量料金に配分し

た固定費の平均値が負担金単価として課せられる。 

 

④ 神戸市水道局：神戸市水道条例を改正し、地下水等併用水道を利用している事業者に対

し、「届出の義務」「水質の適正管理」「固定費の負担」を求める制度を施行。水道計画使

用水量の３倍を超えた分について固定費負担金を請求する。 

 

⑤ 北九州市上下水道局：大口使用者特割制度。直近 1 年間のうち最も使用水量の多い月

の水量を基準水量とし、これを超えた分は通常料金の約半額。 

 

その他、大分市（大口使用者等特別料金制度）、福島市（個別需給給水契約制度）、盛岡

市（逓増低減併用型料金体系の導入）、成田市（逓増低減併用型料金体系の導入）、磐

田市（逓増度の軽減）、高知市（大口使用者の料金単価引き下げ）、会津若松市（管理職

による専用水道使用者等への訪問による水道 PR）、名古屋市（年間 100 件のお客様訪

問活動）、松江市（逓増度緩和の料金体系見直しと訪問活動）、帯広市（水道バックアップ

料金制度の新設：口径に応じた料金賦課）、四日市市（大口水道利用者減額制度）、橿原

市（地下水からの転換による水道料金軽減制度）等々 

資料 No.11 小森谷さやか議員 令和５年６月定例会 一般質問資料 




